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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　　第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有する、前記第１の周波数帯域に関する
ナローフィルタであって、入力無線周波数（ＲＦ）信号を受信し、フィルタリングし、フ
ィルタリングされたＲＦ信号を提供する帯域通過フィルタとして構成された、ナローフィ
ルタと、
　　前記ナローフィルタの出力に動作可能に結合された入力を有する電力増幅器であって
、前記フィルタリングされたＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を提供する
ように構成された、電力増幅器と
を備え、
　　前記装置が前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび前記
第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークと
同時に通信するときには、前記ナローフィルタが選択される、装置。
【請求項２】
　前記ナローフィルタを備え、第１のスイッチを介して前記電力増幅器の前記入力に結合
された第１の信号経路と、
　第２のスイッチを介して前記電力増幅器の前記入力に結合されたバイパス信号経路と
をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯域幅を有する、前記第１
の周波数帯域に関するフルフィルタであって、前記電力増幅器の出力に動作可能に結合さ
れた入力を有しており、前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ
信号を提供するように構成された、フルフィルタ
をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の周波数帯域がバンド４０に対応し、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅
がバンド４０の帯域幅よりも小さく、前記フルフィルタの前記第２の帯域幅がバンド４０
の前記帯域幅に等しいかそれよりも大きい、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ナローフィルタが前記第１の周波数帯域内に遷移帯域を有し、前記フルフィルタが
前記第１の周波数帯域外に遷移帯域を有する、請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有する、前記第１の周波数帯域に関する第２
のナローフィルタであって、前記電力増幅器の出力に動作可能に結合された入力を有して
おり、前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ信号を提供するよ
うに構成された、第２のナローフィルタ
をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記電力増幅器の前記出力とアンテナインターフェース回路との間に結合されたバイパ
ス信号経路
をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記装置が、前記第１の周波数帯域における前記第１のワイヤレスネットワークと通信
するが、前記第１の周波数帯域に隣接する前記第２の周波数帯域における前記第２のワイ
ヤレスネットワークとは通信しないときには、前記フルフィルタが選択される、請求項３
に記載の装置。
【請求項９】
　前記装置が前記第１の周波数帯域における前記第１のワイヤレスネットワークおよび前
記第１の周波数帯域に隣接する前記第２の周波数帯域における前記第２のワイヤレスネッ
トワークと同時に通信するときには、前記ナローフィルタと前記フルフィルタが両方とも
選択される、請求項３に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置が前記第１の周波数帯域における前記第１のワイヤレスネットワークおよび前
記第１の周波数帯域に隣接する前記第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワ
ークと同時に通信するときには、前記ナローフィルタと前記第２のナローフィルタが両方
とも選択される、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　装置が実行する方法であって、
　　フィルタリングされたＲＦ信号を得るための帯域通過フィルタとして構成されたナロ
ーフィルタを用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をフィルタリングすることであって、前
記ナローフィルタが、第１の周波数帯域に関するものであり、前記第１の周波数帯域より
も狭い第１の帯域幅を有する、フィルタリングすることと、
　　増幅されたＲＦ信号を得るために電力増幅器を用いて前記ナローフィルタからの前記
フィルタリングされたＲＦ信号を増幅することと
を備え、
　　前記装置が前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび前記
第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークと
同時に通信するときには、前記ナローフィルタが選択される、方法。
【請求項１２】
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　出力ＲＦ信号を得るためにフルフィルタを用いて前記電力増幅器からの前記増幅された
ＲＦ信号をフィルタリングすることであって、前記フルフィルタが、前記第１の周波数帯
域に関するものであり、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯域
幅を有する、フィルタリングすること
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　出力ＲＦ信号を得るために第２のナローフィルタを用いて前記電力増幅器からの前記増
幅されたＲＦ信号をフィルタリングすることであって、前記第２のナローフィルタが、前
記第１の周波数帯域に関するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有す
る、フィルタリングすること
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ナローフィルタが使用のために選択されないときには、前記電力増幅器を用いて前
記入力ＲＦ信号を増幅し、前記ナローフィルタをバイパスすること
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１１～１４のうちのいずれかに記載のステップを実行する命令を記憶した、コン
ピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込
まれる、２０１２年２月２３日に出願された「WIRELESS DEVICE WITH FILTERS TO SUPPOR
T CO-EXISTENCE ON ADJACENT FREQUENCY BANDS」と題する米国仮出願第６１／６０２，４
０１号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に電子機器に関し、より詳細にはワイヤレスデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレスデバイス（たとえば、セルラー
フォンまたはスマートフォン）は、双方向通信のためのデータを送信および受信し得る。
ワイヤレスデバイスは、データ送信のための送信機と、データ受信のための受信機とを含
み得る。データ送信では、送信機は、無線周波数（ＲＦ）キャリア信号をデータで変調し
て、変調されたＲＦ信号を取得し、変調されたＲＦ信号を増幅して、適切な送信電力レベ
ルを有する出力ＲＦ信号を取得し、アンテナを介して出力ＲＦ信号を基地局に送信し得る
。データ受信では、受信機は、アンテナを介して受信ＲＦ信号を取得し、受信ＲＦ信号を
調整し処理して、基地局によって送られたデータを復元し得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスデバイスは、マルチプルなワイヤレスネットワークとの同時通信をサ
ポートするためにマルチプルな送信機とマルチプルな受信機とを含み得る。あるワイヤレ
スネットワークのための送信機は、いくつかのシナリオでは別のワイヤレスネットワーク
のための受信機に干渉することがあり、パフォーマンスを低下させることがある。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】様々なワイヤレス通信ネットワークと通信することが可能なワイヤレスデバイス
を示す図。
【図２】図１のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図３】電力増幅器（ＰＡ）モジュールのブロック図。
【図４Ａ】バンド４０のためのフルフィルタ（full filter）の例示的な周波数応答を示
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す図。
【図４Ｂ】バンド４０のためのナローフィルタ（narrow filter）の例示的な周波数応答
を示す図。
【図５Ａ】隣接する周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレスネットワークとの共存を
サポートするＰＡモジュールの例示的な設計のブロック図。
【図５Ｂ】隣接する周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレスネットワークとの共存を
サポートするＰＡモジュールの例示的な設計のブロック図。
【図６】ワイヤレスデバイスによってフィルタリングを実行するためのプロセスを示す図
。
【詳細な説明】
【０００６】
　[0011]以下に示す詳細な説明は、本開示の例示的な設計を説明するものであり、本開示
が実施され得る唯一の設計を表すものではない。「例示的」という用語は、本明細書では
、「例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用する。「例示的」と
して本明細書で説明するいかなる設計も、必ずしも他の設計よりも好ましいまたは有利で
あると解釈されるべきではない。詳細な説明は、本開示の例示的な設計の完全な理解を与
えるための具体的な詳細を含む。本明細書で説明する例示的な設計はこれらの具体的な詳
細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いくつかの事例では、本明細書
で提示する例示的な設計の新規性を不明瞭にしないように、よく知られている構造および
デバイスをブロック図の形式で示す。
【０００７】
　[0012]隣接する周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレスネットワークとの同時通信
（すなわち、共存）をサポートするためのフィルタを備えたワイヤレスデバイスを本明細
書で開示する。マルチプルなワイヤレスネットワークは、互いに隣接または近接する周波
数帯域において動作し得る。ワイヤレスデバイスは、マルチプルなワイヤレスネットワー
クとの通信のためのマルチプルなトランシーバを含み得る。あるワイヤレスネットワーク
のためのトランシーバは、別のワイヤレスネットワークのための別のトランシーバへの干
渉を引き起こすことがある。フィルタは、すべてのワイヤレスネットワークのためのワイ
ヤレスデバイスについて良好なパフォーマンスが達成され得るように、トランシーバ間の
干渉を緩和し得る。
【０００８】
　[0013]図１に、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）１２０、ワイヤレス
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１３０、およびワイヤレスパーソナルエリアネ
ットワーク（ＷＰＡＮ）１４０など、様々なワイヤレス通信ネットワークと通信すること
が可能なワイヤレスデバイス１１０を示す。ＷＷＡＮ１２０は、たとえば、市、州、また
は国全体など、大きい地理的エリアに通信カバレージを与える。ＷＷＡＮ１２０は、符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（
登録商標）：Global System for Mobile Communications）ネットワーク、ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）ネットワークなど、セルラーネット
ワークであり得る。ＣＤＭＡネットワークは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）
）、ｃｄｍａ２０００、またはＣＤＭＡの何らかの他のバージョンを実装し得る。ＷＷＡ
Ｎ１２０は、ＷＷＡＮのカバレージエリア内のワイヤレスデバイスのための通信をサポー
トする、いくつかの基地局と他のネットワークエンティティとを含み得る。簡単のために
、図１は、ＷＷＡＮ１２０における２つの基地局１２２のみを示している。
【０００９】
　[0014]ＷＬＡＮ１３０は、たとえば、建築物、家庭など、中間の地理的エリアに通信カ
バレージを与える。ＷＬＡＮ１３０は、ＷＬＡＮのカバレージエリア内の任意の数の局の
ための通信をサポートする、任意の数のアクセスポイントおよび他のネットワークエンテ
ィティ（たとえば、ハブおよびルータ）を含み得る。簡単のために、図１は、ＷＬＡＮ１
３０におけるただ１つのアクセスポイント１３２のみを示している。ＷＬＡＮ１３０は、
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ＩＥＥＥ８０２．１１規格ファミリーおよび／または他のＷＬＡＮ規格における１つまた
は複数のエアインターフェースを実装し得る。
【００１０】
　[0015]ＷＰＡＮ１４０は、小さい地理的エリアに通信カバレージを与え、ワイヤレスデ
バイス１１０とヘッドセット１４２との間の通信をサポートする。概して、ＷＰＡＮ１４
０は、任意の数のＷＰＡＮデバイスと任意のタイプのＷＰＡＮデバイスとを含み得る。Ｗ
ＰＡＮ１４０はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）および／または他のＷＰＡＮ規格を実装
し得る。
【００１１】
　[0016]ワイヤレスデバイス１１０は、１つまたは複数のワイヤレスネットワークと通信
することが可能であり得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局
、端末、アクセス端末、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ワイヤレスデバ
イス１１０は、セルラーフォン、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブッ
ク、ネットブック、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈデバイスなどであり得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ＷＷＡＮ１２０、
ＷＬＡＮ１３０および／またはＷＰＡＮ１４０と、場合によっては同時に、通信すること
が可能であり得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ＬＴＥ、ｃｄｍａ２０００、ＷＣＤＭ
Ａ、ＧＳＭ、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなど、ワイヤレス通信のための
１つまたは複数の無線技術をサポートし得る。
【００１２】
　[0017]図２に、図１のワイヤレスデバイス１１０の例示的な設計のブロック図を示す。
図２に示す例示的な設計では、ワイヤレスデバイス１１０は、データプロセッサ／コント
ローラ２１０と、ＷＷＡＮトランシーバ２２０と、ＷＬＡＮトランシーバ２７０と、ＷＰ
ＡＮトランシーバ２８０と、ＷＷＡＮのためのアンテナ２５２と、ＷＬＡＮおよびＷＰＡ
Ｎのためのアンテナ２５４とを含む。ＷＷＡＮトランシーバ２２０は、ＷＷＡＮとの双方
向ワイヤレス通信をサポートする送信機２３０と受信機２６０とを含む。トランシーバ２
７０および２８０の各々は、それぞれ、ＷＬＡＮおよびＷＰＡＮとのワイヤレス通信をサ
ポートするための送信機と受信機と含み得る。簡単のために、トランシーバ２７０および
２８０の詳細は図２には示されていない。
【００１３】
　[0018]ＷＷＡＮトランシーバ２２０の送信経路では、データプロセッサ２１０は、送信
されるべきデータを処理（たとえば、符号化および変調）し、送信機２３０にアナログ出
力信号を与える。送信機２３０内で、送信回路２３２は、アナログ出力信号を増幅し、フ
ィルタリングし、ベースバンドからＲＦにアップコンバートし、入力ＲＦ信号を与える。
送信回路２３２は、増幅器、フィルタ、ミキサ、ドライバ増幅器、発振器、局部発振器（
ＬＯ）生成器、位相ロックループ（ＰＬＬ）などを含み得る。電力増幅器（ＰＡ）モジュ
ール２４０は、入力ＲＦ信号を受信し、増幅し、適切な出力電力レベルを有する出力ＲＦ
信号を与える。ＰＡモジュール２４０は、電力増幅器、ドライバ増幅器、フィルタ、スイ
ッチ、マッチング回路などを含み得る。出力ＲＦ信号は、アンテナインターフェース回路
２５０を通じてルーティングされ、アンテナ２５２を介してＷＷＡＮにおける１つまたは
複数の基地局に送信される。アンテナインターフェース回路２５０は、１つまたは複数の
スイッチ、デュプレクサ、ダイプレクサ、方向性結合器などを含み得る。
【００１４】
　[0019]ＷＷＡＮトランシーバ２２０の受信経路では、アンテナ２５２は、ＷＷＡＮにお
ける基地局および／または他の送信機局から信号を受信し、受信ＲＦ信号を与え、その受
信ＲＦ信号は、アンテナインターフェース回路２５０を通じてルーティングされ、受信機
２６０に与えられる。受信機２６０内で、低雑音増幅器（ＬＮＡ）モジュール２６２は、
受信ＲＦ信号を増幅し、ＬＮＡ出力信号を与える。受信回路２６４は、ＬＮＡ出力信号を
増幅し、フィルタリングし、ＲＦからベースバンドにダウンコンバートし、データプロセ
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ッサ２１０にアナログ入力信号を与える。受信回路２６４は、増幅器、フィルタ、ミキサ
、発振器、ＬＯ生成器、ＰＬＬなどを含み得る。
【００１５】
　[0020]図２は、送信機２３０および受信機２６０の例示的な設計を示す。送信機２３０
および／または受信機２６０は、図２に示されていない異なるおよび／または追加の回路
を含み得る。たとえば、送信機２３０は、簡単のために図２には明示的に示されていない
、フィルタ、マッチング回路などを含み得る。トランシーバ２２０の全部または一部分が
、１つまたは複数のアナログ集積回路（ＩＣ）、ＲＦ　ＩＣ（ＲＦＩＣ）、混合信号ＩＣ
などの上に実装され得る。たとえば、送信回路２３２、ＰＡモジュール２４０、ＬＮＡモ
ジュール２６２、および受信回路２６４は、ＲＦＩＣ上に実装され得る。ＰＡモジュール
２４０および場合によっては他の回路は、また、別個のＩＣまたは回路モジュール上にも
実装され得る。
【００１６】
　[0021]ＷＬＡＮトランシーバ２７０は、ＷＬＡＮにおけるアクセスポイントとの通信の
ための信号を受信し、処理し得る。ＷＰＡＮトランシーバ２８０は、ＷＰＡＮデバイスと
の通信のための信号を受信し、処理し得る。トランシーバ２７０および２８０の各々は、
ＷＷＡＮトランシーバ２２０における回路と同様の回路を含み得る。
【００１７】
　[0022]データプロセッサ／コントローラ２１０は、ワイヤレスデバイス１１０のための
様々な機能を実行し得る。たとえば、データプロセッサ２１０は、送信機２３０を介して
送信されているデータおよび受信機２６０を介して受信されているデータのための処理を
実行し得る。コントローラ２１０は、送信回路２３２、受信回路２６４、ＰＡモジュール
２４０、ＬＮＡモジュール２６２、アンテナインターフェース回路２５０などの動作を制
御し得る。メモリ２１２は、データプロセッサ／コントローラ２１０のためのプログラム
コードおよびデータを記憶し得る。データプロセッサ／コントローラ２１０は、１つまた
は複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）および／または他のＩＣ上に実装され得る。
【００１８】
　[0023]ワイヤレスデバイス１１０は、図１のＷＷＡＮ１２０、ＷＬＡＮ１３０、および
／またはＷＰＡＮ１４０など、様々なワイヤレスネットワークとの通信をサポートし得る
。各ワイヤレスネットワークは、１つまたは複数の周波数帯域における通信をサポートし
得る。たとえば、ＷＷＡＮ１２０は、以下の周波数帯域のうちの１つまたは複数における
通信をサポートするＬＴＥネットワークであり得る。　
　　　・時分割複信（ＴＤＤ）のための２５７０～２６２０ＭＨｚのバンド３８（Band 3
8）
　　　・ＴＤＤのための２３００～２４００ＭＨｚのバンド４０（Band 40）
　　　・ＴＤＤのための２４９６～２６９０ＭＨｚのバンド４１（Band 41）、および／
または
　　　・他の帯域
　[0024]ＷＬＡＮ１３０は、２４００～２５００ＭＨｚの産業科学医療用（ＩＳＭ：indu
strial, scientific and medical）バンドにおける通信をサポートするＷｉ－Ｆｉ（登録
商標）ネットワークであり得る。ＷＰＡＮ１４０は、２４００～２５００ＭＨｚのＩＳＭ
バンドにおけるＢｌｕｅｔｏｏｔｈをサポートし得る。ＷＷＡＮ１２０、ＷＬＡＮ１３０
およびＷＰＡＮ１４０は、また、他の周波数帯域における通信もサポートし得る。
【００１９】
　[0025]図３に、図２のＷＷＡＮトランシーバ２２０におけるＰＡモジュール２４０の１
つの例示的な設計である、ＰＡモジュール３４０のブロック図を示す。ＰＡモジュール３
４０内で、電力増幅器（ＰＡ）３５０は、それの入力がＰＡモジュール３４０の入力に結
合され、それの出力がスイッチプレクサ３６０に結合されている。スイッチプレクサ３６
０はスイッチ３６２～３６６を含み、それらのスイッチの第１の端子はノードＡに結合さ
れ、それらのスイッチの第２の端子は、それぞれフィルタ３７２～３７６に結合されてい
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る。ノードＡは電力増幅器３５０の出力に対応する。フィルタ３７２～３７６は、それら
の入力がそれぞれスイッチ３６２～３６６に結合され、それらの出力がアンテナインター
フェース回路２５０に結合されている。フィルタ３７２～３７６は、バンドパスフィルタ
、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタなどを備え得る。フィルタ３７２～３７６は、表
面弾性波（ＳＡＷ：surface acoustic wave）フィルタ、セラミックフィルタ、微小電子
機械システム（ＭＥＭＳ：micro-electro-mechanical system）フィルタ、または他のタ
イプのフィルタを用いて実装され得る。
【００２０】
　[0026]ドライバ増幅器（ＤＡ）３３０は、変調されたＲＦ信号を受信し、増幅し、ＰＡ
モジュール３４０に入力ＲＦ信号を与える。ドライバ増幅器３３０は、（図３に示すよう
に）図２の送信回路２３２の一部であり得るか、またはＰＡモジュール３４０の一部であ
り得る（図３には図示せず）。ＰＡモジュール３４０内で、電力増幅器３５０は、ドライ
バ増幅器３３０からの入力ＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を与える。ス
イッチプレクサ３６０は、電力増幅器３５０からの増幅されたＲＦ信号を受信し、増幅さ
れたＲＦ信号をフィルタ３７２～３７６のうちの１つに与える。スイッチプレクサ３６０
内のスイッチ３６２～３６６のうちの１つは、所与の任意の瞬間において選択され得る。
選択されたスイッチは閉じており、増幅されたＲＦ信号を関連するフィルタに通す。選択
されていないスイッチは開いている。選択されたスイッチに結合されたフィルタは、閉じ
ているスイッチを介して、増幅されたＲＦ信号を受信し、アンテナインターフェース回路
２５０に出力ＲＦ信号を与える。
【００２１】
　[0027]フィルタ３７２～３７６は、ワイヤレスデバイス１１０によってサポートされる
異なる関心周波数帯域をカバーする。図３に示す例では、フィルタ３７２はバンド４０を
カバーし、バンド４０フィルタ３７２とも呼ばれる。フィルタ３７６は、バンド３８、バ
ンド４１などであり得る、バンドＸをカバーする。フィルタ３７２～３７６はまた、他の
周波数帯域をカバーし得る。各フィルタは、それの周波数帯域内の信号を通し、それの周
波数帯域外の信号を減衰させるように設計され得る。
【００２２】
　[0028]図４Ａは、図３のバンド４０フィルタ３７２の例示的な周波数応答を示す。バン
ド４０フィルタ３７２は、バンド４０の周波数レンジである２３００～２４００ＭＨｚの
通過帯域を有する。バンド４０フィルタ３７２は、下側遷移帯域（lower transition ban
d）において２３００ＭＨｚの左にロールオフし、また、上側遷移帯域（upper transitio
n band）において２４００ＭＨｚの右にロールオフする。各遷移帯域の幅（すなわち、ロ
ールオフのスティープネス（steepness））は、バンド４０フィルタ３７２のために使用
されるフィルタのタイプに依存する。図４Ａに示すように、バンド４０フィルタ３７２の
上側遷移帯域は、２４００～２５００ＭＨｚのＩＳＭバンドとオーバーラップする。
【００２３】
　[0029]ワイヤレスデバイス１１０は、マルチプルなワイヤレスネットワークとの通信を
サポートし得る。たとえば、ワイヤレスデバイス１１０は、バンド４０におけるＷＷＡＮ
と、また、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの同時通信をサポートし得る。この場合、Ｗ
ＷＡＮトランシーバ２２０からの所望の信号がアンテナ２５２および２５４を介してＷＬ
ＡＮトランシーバ２７０に結合され得、結合された信号は、ＷＬＡＮトランシーバ２７０
への不所望な信号として働き得る。アンテナ２５２とアンテナ２５４の両方はワイヤレス
デバイス１１０上に実装され得、２つのアンテナ間で達成され得る分離（isolation）の
量には限界があり得る。
【００２４】
　[0030]図４Ａに示すように、バンド４０フィルタ３７２の上側遷移帯域における不所望
な信号は、２．４ＧＨｚ　ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮ周波数チャネル１上の所望の信
号への干渉を引き起こし得る。周波数チャネル１は、２４１２ＭＨｚを中心とし、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ｂについて２２ＭＨｚの帯域幅を有する。バンド４０における不所望な信
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号からの干渉は、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの通信のパフォーマンスを著しく低下
させるおそれがあり、周波数チャネル１をＷＬＡＮ通信のために使用不可能にし得る。
【００２５】
　[0031]本開示の一態様では、関心帯域（たとえば、バンド４０）のためのナローフィル
タが、電力増幅器の前に配置され、隣接する帯域への干渉が低減され得るように当該の帯
域における信号を減衰させるために使用され得る。以下で説明するように、電力増幅器の
前にナローフィルタを設置することは、電力増幅器の後にナローフィルタを設置すること
に比べていくつかの利点を与え得る。
【００２６】
　[0032]図５Ａに、隣接する周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレスネットワークと
の共存をサポートするＰＡモジュール５４０ａのブロック図を示す。ＰＡモジュール５４
０ａは、図２のＰＡモジュール２４０の１つの例示的な設計である。
【００２７】
　[0033]図５Ａに示す例示的な設計では、ＰＡモジュール５４０ａ内で、スイッチ５４２
ａおよび５４２ｂは、それらの第１の端子がＰＡモジュール５４０ａの入力に結合され、
スイッチ５４８ａおよび５４８ｂは、それらの第１の端子が電力増幅器５５０の入力に結
合されている。ナローバンド４０フィルタ５４４がスイッチ５４２ａの第２の端子とスイ
ッチ５４８ａの第２の端子との間に結合される。バイパス経路５４６が、スイッチ５４２
ｂの第２の端子とスイッチ５４８ｂの第２の端子との間に結合される。
【００２８】
　[0034]図５Ａに示す例示的な設計では、スイッチプレクサ５６０はスイッチ５６２～５
６８を含み、それらのスイッチの第１の端子は、ノードＡである、電力増幅器５５０の出
力に結合されている。フルバンド４０フィルタ５７２は、それの入力がスイッチ５６２の
第２の端子に結合され、それの出力がアンテナインターフェース回路２５０に結合されて
いる。バンドＸフィルタ５７６は、それの入力がスイッチ５６６の第２の端子に結合され
、それの出力がアンテナインターフェース回路２５０に結合されている。また、追加のフ
ィルタ（図５Ａには図示せず）がスイッチプレクサ５６０とアンテナインターフェース回
路２５０との間に結合され得る。フィルタ５７２～５７６は、ＳＡＷフィルタ、セラミッ
クフィルタ、ＭＥＭＳフィルタなどを用いて実装され得る。バイパス経路５７８がスイッ
チ５６８の第２の端子とアンテナインターフェース回路２５０との間に結合される。バイ
パス経路５７８は、（図５Ａに示すように）含まれ得るか、または省略され得る（図５Ａ
には図示せず）。
【００２９】
　[0035]概して、フィルタ５４４およびフィルタ５７２～５７６は、ワイヤレスデバイス
１１０によってサポートされる任意の関心周波数帯域をカバーし得る。図５Ａに示す例示
的な設計では、フィルタ５４４は、バンド４０をカバーするが、より狭い帯域幅を有し、
ナローバンド４０フィルタ５４４と呼ばれる。また、フィルタ５７２は、バンド４０をカ
バーし、（たとえば、図４Ａに示したように２３００～２４００ＭＨｚの）フル帯域幅を
有し、フルバンド４０フィルタ５７２と呼ばれる。フィルタ５７６は、バンド３８、バン
ド４１などであり得る、バンドＸをカバーする。フィルタ５４４およびフィルタ５７２～
５７６はまた、他の周波数帯域、たとえば、ＬＴＥ　ＴＤＤのために使用され、２５４５
～２５７５ＭＨｚの周波数レンジをカバーするｅＸｔｅｎｄｅｄ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｌａ
ｔｆｏｒｍ（ＸＧＰ）バンドをカバーし得る。各フィルタは、それの周波数帯域内の信号
を通し、それの周波数帯域外の信号を減衰させるように設計され得る。
【００３０】
　[0036]図５Ａに示す例示的な設計では、ＰＡモジュール５４０ａは、電力増幅器５５０
より前に２つの入力信号経路５５２および５５４を含む。第１の入力信号経路５５２はナ
ローバンド４０フィルタ５４４を含む。第２の入力信号経路５５４はバイパス経路５４６
を含む。第１の入力信号経路または第２の入力信号経路のいずれかは、スイッチ５４２お
よび５４８を制御することによって所与の瞬間において選択され得る。ＰＡモジュール５
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４０ａはまた、電力増幅器５５０の後にマルチプルな出力信号経路５８２～５８８を含む
。第１の出力信号経路５８２はスイッチ５６２とフルバンド４０フィルタ５７２とを含む
。１つまたは複数の他の出力信号経路はそれぞれ、フィルタと、関連するスイッチとを含
み得る。出力信号経路５８８はスイッチ５６８とバイパス経路５７８とを含む。出力信号
経路のうちの１つは、スイッチ５６２～５６８を制御することによって所与の瞬間におい
て選択され得る。
【００３１】
　[0037]ドライバ増幅器５３０は、変調されたＲＦ信号を受信し、増幅し、ＰＡモジュー
ル５４０ａに入力ＲＦ信号を与える。ドライバ増幅器５３０は、（図５Ａに示すように）
図２の送信回路２３２の一部であり得るか、またはＰＡモジュール５４０ａの一部であり
得る（図５Ａには図示せず）。ＰＡモジュール５４０ａ内で、入力ＲＦ信号は、（ｉ）ナ
ローバンド４０フィルタ５４４を備える第１の入力信号経路５５２、または（ｉｉ）バイ
パス経路５４６を備える第２の入力信号経路５５４のいずれかを通じてルーティングされ
る。第１の入力信号経路５５２が選択された場合、ナローバンド４０フィルタ５４４は入
力ＲＦ信号をフィルタリングする。電力増幅器５５０は、スイッチ５４８ａまたは５４８
ｂのいずれかからのＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を与える。スイッチ
プレクサ５６０は、電力増幅器５５０からの増幅されたＲＦ信号を受信し、増幅されたＲ
Ｆ信号を、スイッチ５６２～５６６のうちの１つを介してフィルタ５７２～５７６のうち
の１つに与えるか、またはスイッチ５６８を介してバイパス経路５７８に与える。フィル
タ５７２～５７６のうちの１つが選択された場合、選択されたフィルタは、関連するスイ
ッチを介して、増幅されたＲＦ信号を受信し、アンテナインターフェース回路２５０に出
力ＲＦ信号を与える。バイパス経路５７８が選択された場合、増幅されたＲＦ信号は出力
ＲＦ信号として与えられる。
【００３２】
　[0038]図４Ｂは、図５Ａのナローバンド４０フィルタ５４４の例示的な周波数応答を示
す。この例示的な設計では、ナローバンド４０フィルタ５４４は、バンド４０の周波数レ
ンジよりも小さい２３００～２３８０ＭＨｚの通過帯域を有する。ナローバンド４０フィ
ルタ５４４は、下側遷移帯域において２３００ＭＨｚの左にロールオフし、また、上側遷
移帯域において２３８０ＭＨｚの右にロールオフする。図４Ｂに示すように、ナローバン
ド４０フィルタ５４４の上側遷移帯域はバンド４０内にある。対照的に、フルバンド４０
フィルタ５７２は、図４Ａに示したように、２３００～２４００ＭＨｚの通過帯域と、バ
ンド４０の外にあり、ＩＳＭバンド内にある上側遷移帯域とを有する。
【００３３】
　[0039]再び図５Ａを参照すると、バンド４０におけるＷＷＡＮとＩＳＭバンドにおける
ＷＬＡＮとの間の共存があるときはいつでも、ナローバンド４０フィルタ５４４を備える
第１の入力信号経路５５２が選択され得る。この場合、ナローバンド４０フィルタ５４４
はＩＳＭバンドにおける不所望な信号を減衰させることになり、その結果、ＩＳＭバンド
におけるＷＬＡＮのための所望の信号への干渉が少なくなる。ＷＬＡＮとの通信のパフォ
ーマンスは、ＷＷＡＮとの通信についてのバンド４０からの不所望な信号による低下が最
小限に抑えられ得る。バンド４０におけるＷＷＡＮとＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの
間の共存がないときには、バイパス経路５４６を備える第２の入力信号経路５５４が選択
され得る。この場合、バイパス経路５４６を介して、入力ＲＦ信号についてより小さい挿
入損失が得られる。
【００３４】
　[0040]ナローバンド４０フィルタ５４４およびフルバンド４０フィルタ５７２は様々な
方法で選択され得る。１つの例示的な設計では、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの共存
があるときには、バンド４０におけるＷＷＡＮとの通信のために、ナローバンド４０フィ
ルタ５４４のみが選択され得る。別の例示的な設計では、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮ
との共存があるときには、バンド４０におけるＷＷＡＮとの通信のために、ナローバンド
４０フィルタ５４４とフルバンド４０フィルタ５７２の両方が選択され得る。ナローバン
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ド４０フィルタ５４４および／またはフルバンド４０フィルタ５７２はまた、他の基準に
基づいて選択され得る。たとえば、ＩＳＭバンドにおける周波数チャネル１上でエネルギ
ーが検出された場合のみ、ナローバンド４０フィルタ５４４が選択され得る。例示的な設
計では、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの共存がないときには、バンド４０におけるＷ
ＷＡＮとの通信のために、フルバンド４０フィルタ５７２のみが選択され得る。
【００３５】
　[0041]図５Ｂに、隣接する周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレスネットワークと
の共存をサポートするＰＡモジュール５４０ｂのブロック図を示す。ＰＡモジュール５４
０ｂは、図２のＰＡモジュール２４０の別の例示的な設計である。
【００３６】
　[0042]図５Ｂに示す例示的な設計では、ＰＡモジュール５４０ｂは、図５Ａについて上
記で説明したように結合された、スイッチ５４２ａ、５４２ｂ、５４８ａおよび５４８ｂ
と、ナローバンド４０フィルタ５４４と、バイパス経路５４６と、電力増幅器５５０とを
含む。ＰＡモジュール５４０ｂは、ノードＡに対応する、出力電力増幅器５５０に結合さ
れたスイッチプレクサ５６１をさらに含む。スイッチプレクサ５６１はスイッチ５６２～
５６６を含み、それらのスイッチの第１の端子はノードＡに結合され、それらのスイッチ
の第２の端子は、それぞれフィルタ５７２～５７６に結合されている。フィルタ５７２～
５７６は、それらの入力が、それぞれスイッチ５６２～５６６に結合され、それらの出力
がアンテナインターフェース回路２５０に結合されている。図５Ｂに示す例示的な設計で
は、スイッチプレクサ５６１はスイッチ５６８をさらに含み、それの第１の端子はノード
Ａに結合され、それの第２の端子は、アンテナインターフェース回路２５０にさらに結合
されたバイパス経路５７８に結合される。スイッチ５６８およびバイパス経路５７８は省
略されることもできる。
【００３７】
　[0043]フィルタ５７２～５７６は、ワイヤレスデバイス１１０によってサポートされる
異なる関心周波数帯域をカバーし得る。図５Ｂに示す例示的な設計では、フィルタ５７２
は、バンド４０をカバーし、たとえば、図４Ａに示したように２３００～２４００ＭＨｚ
の公称帯域幅を有する。フィルタ５７４は、バンド４０をカバーするが、たとえば、図４
Ｂに示したように２３００～２３８０ＭＨｚの、より狭い帯域幅を有する。フィルタ５７
６はバンドＸをカバーする。フィルタ５７２～５７６はまた、他の周波数帯域をカバーし
得る。ナローバンド４０フィルタ５４４および５７４は、同じまたは異なる周波数応答を
有し得、同じまたは異なる帯域幅を有し得、同じまたは異なるタイプのフィルタを用いて
実装され得る。
【００３８】
　[0044]図５Ｂに示す例示的な設計では、ＰＡモジュール５４０ｂは、図５Ａについて上
記で説明したように、電力増幅器５５０の前に第１の入力信号経路５５２と第２の入力信
号経路５５４とを含む。ＰＡモジュール５４０ｂは、電力増幅器５５０の後にマルチプル
な出力信号経路５８２～５８８をさらに含む。第１の出力信号経路５８２はスイッチ５６
２とフルバンド４０フィルタ５７２とを含む。第２の出力信号経路５８４はスイッチ５６
４とナローバンド４０フィルタ５７４とを含む。１つまたは複数の他の出力信号経路はそ
れぞれ、フィルタと、関連するスイッチとを含み得る。出力信号経路５８８はスイッチ５
６８とバイパス経路５７８とを含む。出力信号経路のうちの１つは、スイッチ５６２～５
６８を制御することによって所与の任意の瞬間において選択され得る。
【００３９】
　[0045]１つの例示的な設計では、バンド４０におけるＷＷＡＮとＩＳＭバンドにおける
ＷＬＡＮとの間の共存があるときには、ナローバンド４０フィルタ５４４を備える第１の
入力信号経路５５２およびナローバンド４０フィルタ５７４を備える第２の出力信号経路
５８４が選択され得る。ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮとの共存がないときには、バンド
４０におけるＷＷＡＮとの通信のために、バイパス経路５４６を備える第２の入力信号経
路５５４およびフルバンド４０フィルタ５７２を備える第１の出力信号経路５８２が選択
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され得る。別のワイヤレスネットワークとの通信および／または別の周波数帯域における
通信のために、バイパス経路５４６を備える第２の入力信号経路５５４および別のフィル
タ（たとえば、フィルタ５７６）を備える別の出力信号経路が選択され得る。
【００４０】
　[0046]表１は、ＰＡモジュールによってサポートされ得る構成のセットを記載している
。図５ＡのＰＡモジュール５４０ａは、電力増幅器５５０の後にナローバンド４０フィル
タ５７４を含まず、したがって表１の構成１、３、５および６のみをサポートする。図５
ＢのＰＡモジュール５４０ｂは、電力増幅器５５０の後にナローバンド４０フィルタ５７
４を含み、したがって表１のすべての６つの構成１～６をサポートする。ＰＡモジュール
は、表１に記載されている構成よりも多くの構成および／または表１に記載されている構
成とは異なる構成を含み得る。　
【表１】

【００４１】
　[0047]図５Ａおよび図５Ｂは、バンド４０におけるＷＷＡＮとＩＳＭバンドにおけるＷ
ＬＡＮとの間の共存を可能にするために電力増幅器より前のナローバンド４０フィルタを
使用する２つの例示的な設計を示す。概して、電力増幅器より前に配置されたナローフィ
ルタを使用する技法は、隣接するまたは近くの周波数帯域におけるマルチプルなワイヤレ
スネットワーク間の共存を可能にし得る。本技法は、図４Ａ～図５Ｂに示すように、バン
ド４０およびＩＳＭバンドのために使用され得る。本技法はまた、他の隣接するまたは近
くの周波数帯域における共存を可能にするために使用され得る。たとえば、本技法は、２
４００～２５００ＭＨｚのＩＳＭバンドおよび２５００～２６９０ＭＨｚのバンド４１に
おける共存を可能にするために使用され得る。ワイヤレスデバイスは、電力増幅器より前
に配置された、２５２０～２６９０ＭＨｚのより狭い帯域幅を有する、ナローバンド４１
フィルタを含み得る。ワイヤレスデバイスはまた、電力増幅器の後に配置された、２５０
０～２６９０ＭＨｚの公称帯域幅を有する、バンド４１フィルタを含み得る。ナローバン
ド４１フィルタは、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮのための所望の信号への干渉を低減す
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るためにバンド４１の下側部分の不所望な信号を減衰させ得る。
【００４２】
　[0048]（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂに示すように）電力増幅器の前に配置されたナ
ローバンド４０フィルタを使用することはいくつかの利点をもたらし得る。第１に、電力
増幅器の前のナローバンド４０フィルタは、たとえば、ドライブ増幅器５３０、アップコ
ンバータなど、電力増幅器に先行する回路によって生成される雑音およびひずみのレベル
を低減するために使用され得る。バンド４０における信号からＩＳＭバンド中に入る雑音
およびひずみは、ＩＳＭバンドおよびバンド４０における動作の実際の周波数（または周
波数オフセット）に依存し得る。特定の周波数オフセットは、送信機の出力における全雑
音およびひずみを支配する先行する回路からの雑音およびひずみをまねくことがある。こ
れらの状況では、電力増幅器より前のナローバンド４０フィルタを使用することは、雑音
およびひずみのレベルを低減し得る。これは、電力増幅器の後の追加される挿入損失なし
に達成され得る。場合によっては、電力増幅器の後の挿入損失を低減するために、出力バ
イパス経路５７８を選択し、電力増幅器の後の送信フィルタを使用しないことが可能であ
り得る。
【００４３】
　[0049]第２に、電力増幅器より前のナローバンド４０フィルタならびに電力増幅器の後
のフルバンド４０フィルタまたは別のナローバンド４０フィルタを使用することは、パフ
ォーマンスを改善し得る。電力増幅器の前のナローバンド４０フィルタは、ＩＳＭバンド
における共存をサポートするために十分な除去（rejection）を行い得る。電力増幅器の
後のフルバンド４０フィルタは、高調波および広帯域雑音など、通常発生し得るスプリア
ス信号の除去を行い得る。フルバンド４０フィルタは、バンド４０に近すぎることがある
ので、ＩＳＭバンドの下側部分に入る雑音およびひずみを低減しないことがある。フィル
タ選択は、（ｉ）バンド４０とＩＳＭバンドとの間の共存があるかどうか、（ｉｉ）雑音
およびひずみが送信電力に対して正の非線形関係を有し得ることによる動作の送信電力、
および（ｉｉｉ）バンド４０動作とＩＳＭバンド動作との間の実際の周波数オフセットの
うちの１つまたは複数に基づき得る。
【００４４】
　[0050]電力増幅器の後にナローバンド４０フィルタを配置すること（および電力増幅器
より前にフィルタリングを実行しないこと）が、このフィルタに関連する挿入損失を増加
させ得る。より高い挿入損失は、電力増幅器の効率を低減し得、これは、特に高出力電力
レベルにおいては、望ましくないことがある。
【００４５】
　[0051]例示的な設計では、装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、ＩＣ、回路モジュー
ルなど）は、ナローフィルタと電力増幅器とを備え得る。ナローフィルタ（たとえば、図
５Ａおよび図５Ｂのナローバンド４０フィルタ５４４）は、第１の周波数帯域に関するも
のであり得、第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有し得る。たとえば、第１の帯
域幅は、（たとえば、図４Ａに示したように）第１の周波数帯域全体ではなく、（たとえ
ば、図４Ｂに示したように）第１の周波数帯域の一部分のみをカバーし得る。ナローフィ
ルタは、入力ＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、フィルタリングされたＲＦ信号を提
供し得る。電力増幅器（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂの電力増幅器５５０）は、ナロー
フィルタの出力に動作可能に結合された入力を有し得る。電力増幅器は、フィルタリング
されたＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を提供し得る。
【００４６】
　[0052]例示的な設計では、本装置は、電力増幅器より前にマルチプルな信号経路を含み
得る。第１の信号経路（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂの信号経路５５２）は、ナローフ
ィルタを含み得、第１のスイッチ（たとえば、スイッチ５４８ａ）を介して電力増幅器の
入力に結合され得る。バイパス信号経路（たとえば、信号経路５５４）は、第２のスイッ
チ（たとえば、スイッチ５４８ｂ）を介して電力増幅器の入力に結合され得る。バイパス
信号経路は、ナローフィルタが選択されないときには、電力増幅器に入力ＲＦ信号を与え
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得る。電力増幅器は、ナローフィルタが選択されないときには、（フィルタリングされた
ＲＦ信号ではなく）入力ＲＦ信号を受信し、増幅し得る。
【００４７】
　[0053]例示的な設計では、本装置は、ナローフィルタの第１の帯域幅よりも大きい第２
の帯域幅を有する、第１の周波数帯域に関するフルフィルタ（たとえば、図５Ａおよび図
５Ｂのフルバンド４０フィルタ５７２）を含み得る。フルフィルタは、たとえば、スイッ
チを介して電力増幅器の出力に動作可能に結合された入力を有し得る。フルフィルタは、
使用のために選択されたときには、増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出
力ＲＦ信号を提供し得る。
【００４８】
　[0054]例示的な設計では、本装置は、第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有する、第
１の周波数帯域に関する第２のナローフィルタ（たとえば、図５Ｂのナローバンド４０フ
ィルタ５７４）を含み得る。第２のナローフィルタは、たとえば、スイッチを介して電力
増幅器の出力に動作可能に結合された入力を有し得る。第２のナローフィルタは、使用の
ために選択されたときには、増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ
信号を提供し得る。
【００４９】
　[0055]例示的な設計では、本装置は、電力増幅器の出力とアンテナインターフェース回
路との間に結合されたバイパス信号経路（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂのバイパス信号
経路５７８）を含み得る。このバイパス信号経路は、電力増幅器の後に送信フィルタを通
ることなしに、出力ＲＦ信号として電力増幅器からの増幅されたＲＦ信号を提供するよう
に選択され得る。
【００５０】
　[0056]例示的な設計では、第１の周波数帯域はバンド４０に対応し得る。ナローフィル
タの第１の帯域幅はバンド４０の帯域幅よりも小さくなり得る。フルフィルタの第２の帯
域幅はバンド４０の帯域幅に等しいかそれよりも大きくなり得る。第２のナローフィルタ
の帯域幅もバンド４０の帯域幅よりも小さくなり得る。ナローフィルタは、たとえば、図
４Ｂに示したように、第１の周波数帯域内に遷移帯域を有し得る。フルフィルタは、たと
えば、図４Ａに示したように、第１の周波数帯域外に遷移帯域を有し得る。
【００５１】
　[0057]例示的な設計では、電力増幅器の前のナローフィルタは、少なくとも１つの基準
に基づいて選択またはバイパスされ得る。ナローフィルタは、それが選択されたときにの
み、第１の周波数帯域について入力ＲＦ信号をフィルタリングし得る。例示的な設計では
、フルフィルタおよび第２のナローフィルタはそれぞれ、選択またはバイパスされ得る。
フルフィルタまたは第２のナローフィルタは、そのフィルタが選択さたとき、第１の周波
数帯域について、増幅されたＲＦ信号をフィルタリングし得る。
【００５２】
　[0058]例示的な設計では、本装置が第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネット
ワーク（たとえば、バンド４０におけるＬＴＥネットワーク）および第１の周波数帯域に
隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワーク（たとえば、ＩＳＭバ
ンドにおけるＷＬＡＮ）と同時に通信するときには、ナローフィルタが選択され得る（た
とえば、表１の構成３、４または５の場合）。例示的な設計では、本装置が、第１の周波
数帯域における第１のワイヤレスネットワークと通信するが、第２の周波数帯域における
第２のワイヤレスネットワークとは通信しないときには、フルフィルタが選択され得る（
たとえば、表１の構成１の場合）。別の例示的な設計では、本装置が第１の周波数帯域に
おける第１のワイヤレスネットワークおよび第２の周波数帯域における第２のワイヤレス
ネットワークと同時に通信するときには、ナローフィルタとフルフィルタが両方とも選択
され得る（たとえば、表１の構成３の場合）。さらに別の例示的な設計では、本装置が第
１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび第２の周波数帯域における
第２のワイヤレスネットワークと同時に通信するときには、ナローフィルタと第２のナロ
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ーフィルタが両方とも選択され得る（たとえば、表１の構成４の場合）。ナローフィルタ
、フルフィルタ、および第２のナローフィルタは他の方法でも選択され得る。
【００５３】
　[0059]図６に、ワイヤレスデバイスによってフィルタリングを実行するためのプロセス
６００の例示的な設計を示す。入力ＲＦ信号がナローフィルタ（たとえば、図５Ａおよび
図５Ｂのナローバンド４０フィルタ５４４）を用いてフィルタリングされて、フィルタリ
ングされたＲＦ信号を得ることができる（ブロック６１２）。ナローフィルタは、第１の
周波数帯域に関するものであり得、第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有し得る
。ナローフィルタからのフィルタリングされたＲＦ信号が電力増幅器を用いて増幅されて
、増幅されたＲＦ信号を得ることができる（ブロック６１４）。ナローフィルタが使用の
ために選択されないときには、（フィルタリングされたＲＦ信号ではなく）入力ＲＦ信号
が電力増幅器を用いて増幅され得、ナローフィルタはバイパスされ得る。
【００５４】
　[0060]例示的な設計では、電力増幅器からの増幅されたＲＦ信号がフルフィルタ（たと
えば、図５Ａおよび図５Ｂのフルバンド４０フィルタ５７２）を用いてフィルタリングさ
れて、出力ＲＦ信号を得ることができる（ブロック６１６）。フルフィルタは、また、第
１の周波数帯域に関するものであり得、ナローフィルタの第１の帯域幅よりも大きい第２
の帯域幅を有し得る。別の例示的な設計では、増幅されたＲＦ信号は、第２のナローフィ
ルタ（たとえば、図５Ｂのナローバンド４０フィルタ５７４）を用いてフィルタリングさ
れて、出力ＲＦ信号を得ることができる。第２のナローフィルタは、また、第１の周波数
帯域に関するものであり得、第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有し得る。さらに別の
例示的な設計では、増幅されたＲＦ信号は、電力増幅器の後に送信フィルタを通ることな
しに、出力ＲＦ信号としてバイパス信号経路（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂのバイパス
信号経路５７８）を介して与えられ得る。
【００５５】
　[0061]例示的な設計では、ワイヤレスデバイスが第１の周波数帯域における第１のワイ
ヤレスネットワーク（たとえば、バンド４０におけるＬＴＥネットワーク）および第１の
周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワーク（たとえ
ば、ＩＳＭバンドにおけるＷＬＡＮ）と同時に通信するときには、入力ＲＦ信号をフィル
タリングするためにナローフィルタが選択され得る（ブロック６１８）。例示的な設計で
は、ワイヤレスデバイスが、第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークと
通信するが、第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークとは通信しないと
きには、増幅されたＲＦ信号をフィルタリングするためにフルフィルタが選択され得る（
ブロック６２０）。
【００５６】
　[0062]本明細書で説明するＰＡモジュールおよび／またはフィルタは、ＩＣ、アナログ
ＩＣ、ＲＦＩＣ、混合信号ＩＣ、ＡＳＩＣ、回路モジュール、ハイブリッドモジュール、
プリント回路板（ＰＣＢ）、電子デバイスなどの上に実装され得る。ＰＡモジュールおよ
び／またはフィルタはまた、様々なプロセス技術を用いて作製され得る。ＰＡモジュール
および／またはフィルタのための能動回路（たとえば、トランジスタ）は、相補型金属酸
化物半導体（ＣＭＯＳ：complementary metal oxide semiconductor）、ＮチャネルＭＯ
Ｓ（ＮＭＯＳ）、ＰチャネルＭＯＳ（ＰＭＯＳ）、バイポーラ接合トランジスタ（ＢＪＴ
：bipolar junction transistor）、バイポーラＣＭＯＳ（ＢｉＣＭＯＳ）、シリコンゲ
ルマニウム（ＳｉＧｅ）、ガリウムヒ素（ＧａＡｓ）、ヘテロ接合バイポーラトランジス
タ（ＨＢＴ：heterojunction bipolar transistor）、高電子移動度トランジスタ（ＨＥ
ＭＴ：high electron mobility transistor）、シリコンオンインシュレータ（ＳＯＩ：s
ilicon-on-insulator）など、様々なＩＣプロセス技術を用いて作製され得る。
【００５７】
　[0063]本明細書で説明するＰＡモジュールおよび／またはフィルタを実装する装置は、
スタンドアロンデバイスであり得るか、またはより大きいデバイスの一部であり得る。デ
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バイスは、（ｉ）スタンドアロンＩＣ、（ｉｉ）データおよび／または命令を記憶するた
めのメモリＩＣを含み得る１つまたは複数のＩＣのセット、（ｉｉｉ）ＲＦ受信機（ＲＦ
Ｒ）またはＲＦ送信機／受信機（ＲＴＲ）などのＲＦＩＣ、（ｉｖ）移動局モデム（ＭＳ
Ｍ）などのＡＳＩＣ、（ｖ）他のデバイス内に埋め込まれ得るモジュール、（ｖｉ）受信
機、セルラーフォン、ワイヤレスデバイス、ハンドセット、またはモバイルユニット、（
ｖｉｉ）その他であり得る。
【００５８】
　[0064]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコ
ードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任
意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切
に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信
される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外
線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－
ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気
的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せも
コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００５９】
　[0065]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるもので
はなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有する、前記第１の周波数帯域に関するナ
ローフィルタであって、入力無線周波数（ＲＦ）信号を受信し、フィルタリングし、フィ
ルタリングされたＲＦ信号を提供するように構成された、ナローフィルタと、
　前記ナローフィルタの出力に動作可能に結合された入力を有する電力増幅器であって、
前記フィルタリングされたＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を提供するよ
うに構成された、電力増幅器と
を備える装置。
　　［Ｃ２］
　前記ナローフィルタを備え、第１のスイッチを介して前記電力増幅器の前記入力に結合
された第１の信号経路と、
　第２のスイッチを介して前記電力増幅器の前記入力に結合されたバイパス信号経路と
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をさらに備える、上記Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ３］
　前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯域幅を有する、前記第１
の周波数帯域に関するフルフィルタであって、前記電力増幅器の出力に動作可能に結合さ
れた入力を有し、前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ信号を
提供するように構成された、フルフィルタ
をさらに備える、上記Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ４］
　前記第１の周波数帯域がバンド４０に対応し、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅
がバンド４０の帯域幅よりも小さく、前記フルフィルタの前記第２の帯域幅がバンド４０
の前記帯域幅に等しいかそれよりも大きい、上記Ｃ３に記載の装置。
　　［Ｃ５］
　前記ナローフィルタが前記第１の周波数帯域内に遷移帯域を有し、前記フルフィルタが
前記第１の周波数帯域外に遷移帯域を有する、上記Ｃ３に記載の装置。
　　［Ｃ６］
　前記第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有する、前記第１の周波数帯域に関する第２
のナローフィルタであって、前記電力増幅器の出力に動作可能に結合された入力を有し、
前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ信号を提供するように構
成された、第２のナローフィルタ
をさらに備える、上記Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ７］
　前記電力増幅器の前記出力とアンテナインターフェース回路との間に結合されたバイパ
ス信号経路
をさらに備える、上記Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ８］
　前記ナローフィルタが、少なくとも１つの基準に基づいて選択またはバイパスされ、前
記ナローフィルタは、前記ナローフィルタが選択されたときには、前記第１の周波数帯域
について前記入力ＲＦ信号をフィルタリングするように構成された、上記Ｃ１に記載の装
置。
　　［Ｃ９］
　前記装置が前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび前記第
１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークと同
時に通信するときには、前記ナローフィルタが選択される、上記Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記装置が、前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークと通信する
が、前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネット
ワークとは通信しないときには、前記フルフィルタが選択される、上記Ｃ３に記載の装置
。
　　［Ｃ１１］
　前記装置が前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび前記第
１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークと同
時に通信するときには、前記ナローフィルタと前記フルフィルタが両方とも選択される、
上記Ｃ３に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記装置が前記第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび前記第
１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワークと同
時に通信するときには、前記ナローフィルタと前記第２のナローフィルタが両方とも選択
される、上記Ｃ６に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　フィルタリングされたＲＦ信号を得るためにナローフィルタを用いて入力無線周波数（
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ＲＦ）信号をフィルタリングすることであって、前記ナローフィルタが、第１の周波数帯
域に関するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有する、フィル
タリングすることと、
　増幅されたＲＦ信号を得るために電力増幅器を用いて前記ナローフィルタからの前記フ
ィルタリングされたＲＦ信号を増幅することと
を備える方法。
　　［Ｃ１４］
　出力ＲＦ信号を得るためにフルフィルタを用いて前記電力増幅器からの前記増幅された
ＲＦ信号をフィルタリングすることであって、前記フルフィルタが、前記第１の周波数帯
域に関するものであり、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯域
幅を有する、フィルタリングすること
をさらに備える、上記Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　出力ＲＦ信号を得るために第２のナローフィルタを用いて前記電力増幅器からの前記増
幅されたＲＦ信号をフィルタリングすることであって、前記第２のナローフィルタが、前
記第１の周波数帯域に関するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有す
る、フィルタリングすること
をさらに備える、上記Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記ナローフィルタが使用のために選択されないときには、前記電力増幅器を用いて前
記入力ＲＦ信号を増幅し、前記ナローフィルタをバイパスすること
をさらに備える、上記Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　入力無線周波数（ＲＦ）信号を受信し、フィルタリングし、フィルタリングされたＲＦ
信号を提供するように構成された、フィルタリングするための第１の手段であって、第１
の周波数帯域に関するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有す
る、フィルタリングするための第１の手段と、
　前記フィルタリングされたＲＦ信号を受信し、増幅し、増幅されたＲＦ信号を提供する
ように構成された、増幅するための手段と
を備える装置。
　　［Ｃ１８］
　前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ信号を提供するように
構成された、フィルタリングするための第２の手段であって、前記第１の周波数帯域に関
するものであり、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯域幅を有
する、フィルタリングするための第２の手段
をさらに備える、上記Ｃ１７に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記増幅されたＲＦ信号を受信し、フィルタリングし、出力ＲＦ信号を提供するように
構成された、フィルタリングするための第２の手段であって、前記第１の周波数帯域に関
するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い帯域幅を有する、フィルタリングする
ための第２の手段
をさらに備える、上記Ｃ１７に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　ワイヤレスデバイスが第１の周波数帯域における第１のワイヤレスネットワークおよび
前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域における第２のワイヤレスネットワー
クと同時に通信するときには、入力無線周波数（ＲＦ）信号をフィルタリングし、フィル
タリングされたＲＦ信号を提供するためにナローフィルタを選択することを少なくとも１
つのコンピュータに行わせるためのコードであって、前記ナローフィルタが、前記第１の
周波数帯域に関するものであり、前記第１の周波数帯域よりも狭い第１の帯域幅を有し、
前記ナローフィルタが電力増幅器より前に配置された、ナローフィルタを選択することを
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少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスが、前記第１の周波数帯域における前記第１のワイヤレスネッ
トワークと通信するが、前記第２の周波数帯域における前記第２のワイヤレスネットワー
クとは通信しないときには、前記電力増幅器からの増幅されたＲＦ信号をフィルタリング
し、出力ＲＦ信号を提供するためにフルフィルタを選択することを前記少なくとも１つの
コンピュータに行わせるためのコードであって、前記フルフィルタが、前記第１の周波数
帯域に関するものであり、前記ナローフィルタの前記第１の帯域幅よりも大きい第２の帯
域幅を有し、前記フルフィルタが前記電力増幅器の後に配置された、フルフィルタを選択
することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードと
を備える非一時的コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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